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【平成２３年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 
○ A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 
 A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 
 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中止

が適当である 
（意見等） 

AFM はカンチレバーを試料表面上を走査して画像を撮る方法であるため測定時間が長いことがこれ

までの最大の難点であった。研究代表者はこの常識を覆し、ビデオレートでイメージングする AFM を

世界で初めて開発した研究者であり、これにより液中の生体分子観察などが可能となりつつある。本研

究は、これまでの技術と応用の発展を目指した研究研究である。その成果は予想を超える優れたもので

あり、Nature や PNAS、 Biophys. J などの超一流誌で発表されており、期待以上の成果が見込まれ

る。 


